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Ⅰ　

基
礎
知
識

1　

訴
訟
能
力
の
概
念
と
機
能

　

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
）
は
、
訴
訟
能
力

（Prozessfähigkeit

）
を
「
裁
判
を
受
け
るvor Gericht zu 

stehen

」
当
事
者
の
能
力
と
定
義
し
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
第
五
一

条
第
一
項
）。
こ
れ
は
、
今
日
的
視
点
か
ら
す
る
と
非
常
に
曖
昧
な

表
現
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
け
るlegitim

a persona 
standi in iudicio

の
概
念
に
言
及
す
る
こ
と
で
歴
史
的
に
し
か
説

明
で
き
な
い
。
実
際
、
訴
訟
能
力
と
は
、
本
人
自
身
で
、
ま
た
は
本

人
が
選
任
し
た
訴
訟
代
理
人
を
通
じ
て
裁
判
手
続
（ein 

gerichtliches Erkenntnisverfahren

）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
意
味
す
る
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る（

1
（

。

　

法
律
が
訴
訟
能
力
を
要
求
す
る
の
は
、
不
適
切
な
訴
訟
手
続
の
実

施
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
利
な
結
果
か
ら
当
事
者
を
保
護
す
る

た
め
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
要
求
は
、
秩
序
あ
る
手
続
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
相
手
方
当
事
者
お
よ
び
裁
判
所
が
有
す
る
利
益
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
制
目
的
は
、
訴

訟
無
能
力
者
の
代
わ
り
に
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
訴
訟
手
続
に
お
い

て
弁
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
一
条
第
一
項
か
ら
も
導
か
れ

る
し
、
ま
た
、
任
意
代
理
人
（
す
な
わ
ち
弁
護
士
）
の
関
与
だ
け
で

は
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
る
。
適
切
に
代
理

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ＊
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さ
れ
て
い
な
い
訴
訟
無
能
力
者
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
こ
の
者
に
対

し
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
訴
訟
は
不
適
法
と
な
る
。
ま

た
、
適
切
に
代
理
さ
れ
て
い
な
い
訴
訟
無
能
力
者
が
行
っ
た
訴
訟
行

為
は
不
確
定
無
効
（unw

irksam

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴

訟
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
は
訴
訟
無
能
力
者
が
適
切
に
代
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
案
判
決
の
要
件
で
あ
る
と
と
も
に
訴
訟
行
為

の
要
件
で
も
あ
る
（sow

ohl Sachentscheidungs- als auch 
Prozesshandlungsvoraussetzung

）
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

2　

限
界
づ
け

　

家
庭
事
件
お
よ
び
非
訟
事
件
に
お
い
て
は
、
家
庭
事
件
お
よ
び
非

訟
事
件
の
手
続
に
関
す
る
法
律
（Fam

FG
：
以
下
の
訳
で
は
家
庭

非
訟
事
件
手
続
法
と
す
る
）
第
九
条
に
い
う
手
続
能
力

（V
erfahrensfähigkeit

）
が
、
訴
訟
能
力
（Prozessfähigkeit

）

に
対
応
し
て
い
る
。
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
九
条
第
五
項
は
民
事

訴
訟
法
の
準
用
を
規
定
し
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
双
方
の
制

度
に
は
同
じ
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　

訴
訟
能
力
は
、
当
事
者
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
本
案
判
決
要
件
と
、

区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
、
第
一
に
、
当
事
者
能

力
（Parteifähigkeit

）
が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
は
、
判
決
手
続
に
お
け
る
適
切
な
能
動
的
ま
た
は
受
動

的
主
体
（
す
な
わ
ち
、
原
告
ま
た
は
被
告
）
と
し
て
存
在
し
う
る
能

力
を
指
す
。
原
則
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
第
五
〇
条
は
、［
訴
訟
］

当
事
者
の
当
事
者
能
力
を
権
利
能
力
に
結
び
つ
け
て
お
り
、
自
然
人

も
法
人
も
、
ま
た
法
律
に
基
づ
き
権
利
お
よ
び
義
務
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
そ
の
他
の
擬
制
さ
れ
た
人
格
（Personifikationen

）
も
、

権
利
能
力
を
有
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
事
者
能
力
を
有
す
る（

（
（

。
第
二

に
、
訴
訟
能
力
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
訴
訟
追
行
権
限

（Prozessführungsbefugnis

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
当
事
者

が
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
訴
訟
物
に
関
し
て
訴
訟
追
行
を
す
る
資

格
を
有
す
る
場
合
に
の
み
、
訴
訟
は
適
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
則
と

し
て
、
当
事
者
が
、
自
ら
が
訴
訟
物
と
な
っ
て
い
る
権
利
を
有
す
る

者
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
法
律
も
し
く
は
法
律
行
為
に
基
づ
い
て
権

利
者
の
た
め
に
自
ら
の
名
で
訴
訟
追
行
を
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て

い
る
と
主
張
す
る
場
合
に
あ
て
は
ま
る
。
最
後
に
、
弁
論
能
力

（Postulationsfähigkeit

）
は
、
訴
訟
能
力
か
ら
区
別
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
第
七
八
条
が
弁
護
士
に
よ

る
代
理
を
命
じ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
訴
訟
能
力
を
有
す
る
当
事

者
や
訴
訟
手
続
に
お
い
て
適
切
に
法
律
上
代
理
さ
れ
て
い
る
当
事
者

で
あ
っ
て
も
、
弁
論
能
力
を
欠
く
。

　

訴
訟
能
力
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
自
然
人
に
つ
い
て
の
み
論
じ
る
。

法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
擬
制
さ
れ
た
人
格
も
訴
訟
能
力
を
有
す
る
の
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か
否
か
と
い
う
議
論
は
、
誤
っ
た
問
題
提
起
に
基
づ
い
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
訴
訟
能
力
を
有
す
る
／
有
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
、
本

来
、
自
然
人
の
場
合
に
の
み
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
訴
訟
無
能
力
者
の
場
合
と
同
様
に
、
法
人
や
そ
の
他
の
当
事

者
能
力
を
有
す
る
団
体
の
場
合
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
有
効
な
代

理
が
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
権
限
を
有
す
る
機
関
は
、
擬
制
さ

れ
た
人
格
の
法
定
代
理
人
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
地
位
を

有
す
る（

（
（

。
民
事
訴
訟
法
が
〝
法
定
代
理
人
〟
に
対
す
る
訴
訟
上
の
権

能
と
義
務
を
規
定
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
は
機
関
を
代
表
す
る
者
に

も
同
様
に
適
用
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
機
関
が
代
表
権
を
有
し
な
い

こ
と
は
、
法
定
代
理
権
の
欠
缺
と
同
じ
で
あ
る
。

3　

訴
訟
能
力
と
行
為
能
力

　

民
事
訴
訟
法
第
五
一
条
第
一
項
お
よ
び
第
五
二
条
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
よ
う
に
、
自
然
人
は
、
契
約
に
よ
っ
て
自
ら
を
義
務
付
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
上
は
訴
訟
能
力
を
有
す

る
。
こ
れ
は
制
限
の
な
い
行
為
能
力
の
こ
と
で
あ
り
、
民
法
に
よ
れ

ば
、
精
神
疾
患
状
態
に
あ
る
た
め
自
ら
自
由
な
意
思
決
定
を
排
他
的

に
で
き
な
い
永
続
的
な
状
況
に
あ
る
場
合
（
民
法
第
一
〇
四
条
第
二

号
）、
ま
た
は
同
意
権
留
保
付
き
世
話
（Betreuung m

it 
Einw

illigungsvorbehalt

）
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
（
民
法
第
一
八

一
四
条
、
第
一
八
二
五
条
）
を
除
き（

（
（

、
す
べ
て
の
成
年
者
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。
訴
訟
能
力
と
実
体
法
上
の
行
為
能
力
と
を
結
び
つ
け
る

こ
と
は
そ
の
性
質
上
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ（

6
（

、
ま
た
他
の
法

秩
序
に
お
い
て
も
広
く
見
ら
れ
る
規
律
方
法
に
対
応
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
後
者
は
、
欧
州
モ
デ
ル
民
事
訴
訟
規
則
で
も
確
認
さ
れ
て

お
り
、
同
規
則
第
三
〇
条
第
二
項
で
は
、「
実
体
法
上
、
自
己
の
名

に
お
い
て
権
利
ま
た
は
義
務
を
行
使
す
る
能
力
を
有
す
る
者
は
、
訴

訟
能
力
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、
世
話
（Betreuung

）
制
度
と
訴
訟
能
力
と
の
関
連
に
つ

い
て
、
興
味
深
い
新
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
裁
判
所
が
民
法
第
一
八
一
四
条
お
よ
び
第
一
八
二
五
条
に
従

っ
て
い
わ
ゆ
る
同
意
権
留
保
を
命
じ
た
場
合
、
被
世
話
人
は
行
為
能

力
を
欠
き
、
し
た
が
っ
て
訴
訟
能
力
を
も
欠
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
同
意
権
の
留
保
な
し
に
世
話
が
命
じ
ら
れ
た
だ
け
で
は
、

そ
れ
自
体
は
行
為
能
力
お
よ
び
訴
訟
能
力
を
欠
く
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
訴
訟
能
力
を
有
す
る
者
が
、
あ
る
訴
訟
に
お
い
て
世
話
人
に
よ

っ
て
代
理
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
訴
訟
と
の
関
係
で
は
訴
訟
能
力
を
有

し
な
い
者
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
従
来
の
規
定
（
民
事
訴
訟
法

第
五
三
条
旧
規
定
）
は
、
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
よ
り
、
そ
れ
と
は

明
確
に
区
別
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
第
五
三
条
の
新
規
定
に
よ
っ
て
置

き
換
え
ら
れ
た（

（
（

。
民
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
一
項
は
、
ま
ず
、
被
世
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（2

話
人
の
訴
訟
能
力
も
、
一
般
規
定
（
つ
ま
り
、
民
事
訴
訟
法
第
五
一

条
、
第
五
二
条
）、
す
な
わ
ち
、
実
体
法
上
の
行
為
能
力
に
従
う
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
被
世
話
人
で
は
あ
る
も
の
の
、

行
為
能
力
お
よ
び
訴
訟
能
力
を
有
す
る
当
事
者
は
、
訴
訟
に
お
い
て

世
話
人
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
世
話
人
が

訴
訟
手
続
に
参
加
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
世
話
人
と

訴
訟
能
力
を
有
す
る
被
世
話
人
と
の
間
に
矛
盾
す
る
行
動
が
生
じ
る

こ
と
は
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
律
は
、
世

話
人
に
訴
訟
追
行
を
引
継
が
せ
る
選
択
肢
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
民
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
き
、
世
話
人
は
、

訴
訟
の
い
か
な
る
段
階
で
も
受
訴
裁
判
所
に
提
出
が
可
能
な
、
い
わ

ゆ
る
除
外
宣
言
（A

usschließlichkeitserklärung

）
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
宣
言
が
受
理
さ
れ
て
初
め
て
、
被
世
話
人
は
そ

の
後
の
訴
訟
で
訴
訟
無
能
力
者
と
同
じ
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
（
民
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
二
項
第
二
文
）。

Ⅱ　

問
題
提
起
：
訴
訟
能
力
と
国
際
民
事
訴
訟
法

　

以
下
で
は
、
外
国
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
／
ま
た
は
外
国
籍
を
有

す
る
当
事
者
の
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
特
別
な
状
況
が
妥

当
す
る
の
か
と
い
う
国
際
訴
訟
法
上
の
問
題
を
扱
う
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
観
点
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
ま
た
は
条
約
で

の
基
準
は
明
ら
か
で
は
な
い（

（
（

。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
外
国
人
お

よ
び
外
国
居
住
者
の
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
、
ま
ず
ド
イ
ツ
法
の
立
場

か
ら
、
解
釈
論
（de lege lata

）（
Ⅲ
）、
つ
ぎ
に
立
法
論
（de 

lege ferenda

）（
Ⅳ
）
の
順
に
説
明
す
る
。
加
え
て
、
訴
訟
能
力

の
判
断
に
対
す
る
国
内
判
決
ま
た
は
外
国
判
決
の
影
響
に
つ
い
て
も

議
論
す
る
（
Ⅴ
）。
た
だ
し
、
訴
訟
無
能
力
者
の
法
定
代
理
に
関
す

る
抵
触
法
お
よ
び
訴
訟
法
の
側
面
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い（

11
（

。

Ⅲ　

現
行
法

1　

外
国
に
居
住
す
る
者

　

国
際
民
事
訴
訟
法
で
は
、
当
事
者
が
外
国
に
居
住
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
国
際
裁
判
管
轄
権
と
の
関
連（

11
（

や
期
間
を
決
定
す
る
際（

11
（

な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
考
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
現
行
法
上
、

訴
訟
能
力
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴

訟
法
第
五
五
条
に
と
っ
て
は
、
当
事
者
が
外
国
に
そ
の
住
所
ま
た
は

常
居
所
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
情
そ
れ
自
体
は
、
意
味
を
持
た
な

い
。
つ
ま
り
、
そ
の
外
国
国
家
で
基
準
と
な
っ
て
い
る
法
は
、
ド
イ

ツ
で
の
訴
訟
を
追
行
す
る
目
的
と
の
関
係
で
は
、
訴
訟
能
力
を
根
拠

づ
け
る
こ
と
も（

11
（

、
ま
た
は
排
斥
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
の
法
律
［
訳
者
注
：
民
事
訴
訟
法
］
は
、
住
所
地
国
ま
た

は
居
所
国
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
で
あ
る
か
第
三
国
で
あ
る
か
に
よ
る
区
別

を
し
て
い
な
い（

11
（

。

2　

外
国
人

（
ａ
）
外
国
法
の
基
準
と
し
て
の
妥
当
性

　

民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
は
、〝
そ
の
者
の
本

国
の
法
に
よ
る
と
（nach dem

 Recht seines Landes

）〟
訴
訟

能
力
を
欠
く
と
し
て
も
、〝
受
訴
裁
判
所
の
所
在
地
国
法
に
よ
る
と

（nach dem
 Recht des Prozessgerichts

）〟、
す
な
わ
ち
ド
イ

ツ
法
に
よ
る
と
訴
訟
能
力
を
有
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
能
力
者
と
み

な
さ
れ
る
。
法
律
の
文
言
は
、
こ
れ
が
例
外
的
な
い
し
補
足
的
な
規

定
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
当
事
者
の

訴
訟
能
力
は
原
則
と
し
て
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
疑

問
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
は
明
確
に
規

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有
名
な
学
説
の
対
立
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
説
上
有
力
な
見
解
は（

11
（

、
マ
ッ
ク
ス
・
パ
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ヒ
ャ
ー

（M
ax Pagenstecher

）
の
見
解
に
従
い（

11
（

、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条

が
、
少
な
く
と
も
こ
の
問
題
の
解
決
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
の
訴
訟
能
力

は
、
原
則
と
し
て
〝
そ
の
者
の
本
国
の
法
律
に
従
っ
て
〟、
す
な
わ

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
本
国
訴
訟
法
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

外
国
人
は
、
本
国
で
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
法
に
基
づ
き
、

本
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
［
ド
イ
ツ
の
裁
判
手
続
に
］
対
応
す
る
手

続
に
お
い
て
も
訴
訟
能
力
を
有
す
る
場
合
に
、
そ
し
て
そ
の
限
度
に

お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
訴
訟
能
力
を
有
す
る
。
こ
の
考
え
で
は
、

本
国
法
が
（
完
全
な
）
行
為
能
力
と
は
無
関
係
に
こ
の
種
の
手
続
に

つ
い
て
訴
訟
能
力
を
認
め
て
い
る
場
合
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
手
続
に
お

け
る
訴
訟
能
力
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
、
と
り
わ
け
連
邦
通

常
裁
判
所
が
支
持
す
る
反
対
の
意
見
は（

11
（

、
こ
れ
と
は
異
な
る
主
張
を

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
当
事
者
の
場
合
、
ま
ず
、
法
廷
地

法
（lex fori

）
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
訴
訟
法
、
つ
ま
り
民
事
訴 

訟
法
第
五
一
条
お
よ
び
第
五
二
条
を
適
用
し
、
義
務
能
力

（V
erpflichtungsfähigkeit

）
の
構
成
要
素
（
す
な
わ
ち
無
制
限

の
行
為
能
力
）
に
つ
い
て
民
事
訴
訟
法
第
五
二
条
の
範
囲
内
で
国
際

私
法
に
基
づ
く
［
準
拠
法
の
］
指
定
（
訳
者
注
：
特
定
の
問
題
に
つ

い
て
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
の
国
際
私
法
規
定
に
基
づ
い

て
外
国
法
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
）
に
い
た
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

外
国
人
は
、
行
為
能
力
の
準
拠
法
に
よ
る
と
無
制
限
に
行
為
能
力
を

有
す
る
場
合
、
お
よ
び
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
訴
訟
能
力

を
有
す
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、（
通
説
が
説
く
）
訴
訟
能
力
に
関
す
る
外
国
の
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ル
ー
ル
を
基
準
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
（
連
邦
通
常
裁
判
所
が
説

く
）
行
為
能
力
に
関
す
る
外
国
の
ル
ー
ル
を
基
準
に
す
る
の
か
に
関

係
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
結
果
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
違
い

が
生
じ
な
い（

11
（

。
な
ぜ
な
ら
、
訴
訟
能
力
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
第
五

五
条
と
同
様
に
、
ド
イ
ツ
の
抵
触
法
も
民
法
施
行
法
第
七
条
第
一
項

旧
規
定
に
従
っ
て
、
行
為
能
力
も
ま
た
伝
統
的
に
本
国
法
に
結
び
つ

け
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
と
く
に
、
外
国
人
で
あ
る
当
事
者
が
、
そ

の
本
国
に
お
い
て
そ
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
訴
訟
能
力
な
い
し
行
為
能

力
を
有
す
る
か
否
か
、
本
国
に
住
所
ま
た
は
常
居
所
を
有
す
る
か
ど

う
か
、
さ
ら
に
は
、
ド
イ
ツ
に
住
所
を
有
す
る
か
他
の
国
に
住
所
を

有
す
る
か
ど
う
か
は
、
い
ず
れ
の
見
解
に
よ
っ
て
も
訴
訟
能
力
の
判

断
に
つ
い
て
何
ら
役
割
を
果
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
二
〇
二
三
年
初
頭
に
施
行
さ
れ
た
世
話
法
改
正
法
が
、

こ
れ
ら
の
見
解
の
対
立
を
解
消
さ
せ
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
改
正
以
降
、
自

然
人
の
行
為
能
力
は
、
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
第
一
文
新
規
定

に
従
い
、
そ
の
者
の
本
国
法
で
は
な
く
常
居
所
地
法
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
よ
う
に
、
訴
訟
能

力
の
基
準
を
行
為
能
力
の
有
無
に
求
め
る
者
は
、
当
事
者
の
居
所
地

法
（A

ufenthaltsrecht

）
に
基
づ
い
て
［
訴
訟
能
力
と
行
為
能
力

の
］
双
方
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
立

法
者
は
、
行
為
能
力
に
つ
い
て
連
結
点
を
新
し
く
設
け
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
も
改
正
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
立
法
者
が
、
さ
き
に
説
明
し
た
見
解
の
対
立
に
お
け
る
、

連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
を
支
持
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
今
後
、
外
国
当
事
者
の
訴
訟

能
力
に
つ
い
て
も
、
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
第
一
文
と
民
事
訴

訟
法
第
五
二
条
に
従
っ
て
、
た
だ
ち
に
外
国
当
事
者
の
常
居
所
地
法

に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
判
断
さ
れ
る
と
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
の
で
あ
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
解
釈
論
（de lege lata

）
と
し
て

は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
含
ま
れ
る
〝
そ
の
者
の
国
の
法

（Recht seines Landes

）〟
と
い
う
言
及
は
、
抵
触
法
上
の
一
般

的
な
用
語
法
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
外
国
人
の
居
所
地
法
で

は
な
く
本
国
法
を
指
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い（

（2
（

。
以
下
の
考
察
も
ま

た
、
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
第

五
二
条
に
関
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
あ
る
ド
イ

ツ
人
が
ド
イ
ツ
法
で
は
訴
訟
能
力
者
で
あ
る
が
、
外
国
の
居
所
地
法

で
は
訴
訟
能
力
を
有
し
な
い
と
き
は
、
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項

第
一
文
に
従
い
、
ド
イ
ツ
で
は
訴
訟
無
能
力
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
も
ま
た
、

そ
の
文
言
上
〝
外
国
人
〟
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
結

果
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
世
話
法
改
正
が
、
―
―
見
解
の
対
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立
と
は
無
関
係
に
―
―
従
前
の
法
と
矛
盾
す
る
こ
の
よ
う
な
結
果
を

も
た
ら
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。

　

現
行
法
上
―
―
世
話
法
改
正
法
が
施
行
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も

―
―
、
訴
訟
能
力
を
当
事
者
の
本
国
法
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
は
、
民

法
施
行
法
第
四
条
第
二
項
第
一
文
に
従
い
、
当
事
者
の
本
国
に
お
い

て
適
用
さ
れ
る
訴
訟
能
力
に
関
す
る
規
定
を
参
照
す
る
実
質
法
的
指

定
（Sachnorm

verw
eisung

）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
国
の
抵
触
法
に
よ
る
反
致
ま
た
は
転
致
（Rück- oder 

W
eiterverw

eisung

）（
民
法
施
行
法
第
四
条
第
一
項
第
一
文
）
は

考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い（

（2
（

。
と
く
に
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
当
事

者
が
、
ド
イ
ツ
法
で
は
な
く
外
国
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
訴
訟
能
力
を

有
す
る
場
合
、
本
国
抵
触
法
に
基
づ
い
て
居
所
地
法
と
し
て
の
ド
イ

ツ
法
へ
の
反
致
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
、
ド
イ
ツ
の
立
場
か
ら
本
国
法
を
適
用
す
る

と
し
た
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
せ
い
ぜ

い
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
外
国
本
国
法
に
よ
っ
て
も
訴
訟

無
能
力
者
で
あ
る
当
事
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
本
国
の
抵
触
法
に

よ
っ
て
、
当
事
者
が
常
居
所
を
有
し
、
訴
訟
能
力
を
有
す
る
と
み
な

し
て
い
る
第
三
国
の
法
が
さ
ら
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
く

ら
い
で
あ
ろ
う
。

（
ｂ
）
ド
イ
ツ
法
に
よ
る
基
準

　

民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
の
本
来
の
規
律
内
容
は
、
不
文
な
い
し
暗

示
的
に
本
国
法
を
［
訴
訟
能
力
の
準
拠
法
と
し
て
］
指
定
す
る
基
本

的
な
抵
触
規
範
に
、
選
択
的
な
連
結
を
補
充
す
る
点
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
本
国
法
に
よ
れ
ば
訴
訟
能
力
が
な
い
外
国
の
当
事
者
は（

（2
（

、
ド

イ
ツ
の
法
廷
地
法
（lex fori

）、
す
な
わ
ち
完
全
な
行
為
能
力
に
関

す
る
ド
イ
ツ
民
法
の
ル
ー
ル
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
訴
訟
能
力
を
有

す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
で
は
訴
訟
能
力
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る（

（2
（

。
し
た

が
っ
て
、
本
国
法
で
は
訴
訟
無
能
力
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
同
じ

状
況
に
あ
る
ド
イ
ツ
人
が
訴
訟
能
力
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
内

訴
訟
に
お
い
て
法
定
代
理
人
を
必
要
と
し
な
い
。
ま
た
、
民
事
訴
訟

法
第
五
五
条
に
と
っ
て
は
、
外
国
人
当
事
者
の
常
居
所
が
ド
イ
ツ
に

あ
る
か
、
そ
れ
と
も
外
国
に
あ
る
か
（
し
た
が
っ
て
、
本
国
に
あ
る

か
そ
の
他
の
国
に
あ
る
か
）
は
関
係
な
い（

（2
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
外
国
の
当
事
者
は
、
ド
イ
ツ
法
ま
た
は
そ
の
本
国

法
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
訴
訟
能
力
を
有
し
な
い
場
合
に
の
み
、
現

行
法
で
は
訴
訟
無
能
力
者
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
能

力
［
の
有
無
］
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
の
法
廷
地
法
に
従
っ
て
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
っ
て
訴
訟
能
力
が
否
定
さ
れ
た
場

合
に
は
じ
め
て
外
国
の
本
国
法
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
を
こ
の
よ
う
に
解
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す
る
方
法
は
、
本
来
、
ド
イ
ツ
法
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

補
助
的
な
場
合
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
条
文
の
前
半
部
分
を
あ
ま

り
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
ド
イ
ツ
の
受
訴
裁
判
所
が
、

と
く
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
法
を
最
初
に
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
外
国
法
を
扱
わ
ず
に
済
む
こ
と
が
多
く
な
る
た
め
、
ド
イ
ツ

の
裁
判
所
に
と
っ
て
［
事
件
処
理
が
］
容
易
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
国
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当

事
者
の
法
定
代
理
人
が
い
な
い
手
続
で
下
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
判
決
は
、

当
事
者
の
本
国
で
は
承
認
さ
れ
ず
、
ま
た
執
行
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
国
法
が
訴

訟
能
力
を
否
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ

と
は
、
当
事
者
の
本
国
で
の
承
認
ま
た
は
執
行
の
可
能
性
が
問
わ
れ

な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
の
み
、
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
基
準
で
は
訴
訟
能
力
が
あ
る
が
、
本
国
法
で
は

訴
訟
能
力
が
な
い
当
事
者
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
は
民
事
訴
訟
法
第
一
三
九
条
に
従
っ
て
、
訴
訟
手
続
へ
の
法
定

代
理
人
の
予
防
的
関
与
が
少
な
く
と
も
意
味
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
問
題
は
終
わ
り
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
ド
イ
ツ
の
判
決
手
続
で
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
が
外
国
で
承

認
さ
れ
る
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
法
上
は
訴
訟
能
力
を

有
す
る
当
事
者
に
対
し
て
、
そ
の
者
の
意
思
に
反
し
て
代
理
人
を
選

任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
そ
の
当
事
者
は

ド
イ
ツ
の
観
点
か
ら
は
訴
訟
無
能
力
で
は
な
い
た
め
、
民
事
訴
訟
法

第
五
七
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
特
別
代
理
人
（Prozesspfleger

）

を
選
任
す
る
こ
と
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

3　

重
国
籍
者
と
無
国
籍
者

　

原
則
と
し
て
訴
訟
能
力
を
本
国
法
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
を
出
発
点

と
す
る
と
（
上
記
Ⅲ
2
（
ａ
））、
重
国
籍
の
場
合
に
何
が
適
用
さ
れ

る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
ド
イ
ツ
と
外
国
の
両
方
の
国
籍

を
有
す
る
当
事
者
が
ド
イ
ツ
法
で
は
訴
訟
能
力
を
有
す
る
場
合
、
別

の
本
国
法
で
は
訴
訟
無
能
力
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
く
、

訴
訟
能
力
者
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
。
逆
の
場
合
、
重
国
籍

者
が
ド
イ
ツ
の
本
国
法
上
は
訴
訟
無
能
力
で
あ
る
こ
と
は
、
も
う
一

方
の
本
国
法
上
は
訴
訟
能
力
を
有
す
る
こ
と
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
は
そ
の
文
言
上
、〝
外
国
人

（A
usländer

）〟
に
し
か
適
用
さ
れ
ず
、
ド
イ
ツ
の
観
点
か
ら
す
る

と
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
人
で
も
あ
る
な
ら
ば
外
国
人
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
国
籍
と
外
国
籍
の
い
ず
れ
が
よ
り
一
層
実
効
的
で

あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
ド
イ
ツ
法
が
優

先
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
重
ド
イ
ツ
国
籍
者
の
扱
い
は
、
法
政
策
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上
決
し
て
自
明
な
も
の
で
は
な
い
が
、
解
釈
上
は
、
民
法
施
行
法
第

五
条
第
一
項
第
二
文
の
類
推
適
用
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

こ
の
こ
と
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
は
、
当
事
者
が
ド
イ
ツ
人
で
は
な
い

が
、
複
数
の
外
国
籍
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ

う
な
多
重
国
籍
の
場
合
、
民
法
施
行
法
第
五
条
第
一
項
第
一
文
に
従

い
、
そ
の
者
の
実
効
的
国
籍
（effektive Staatsangehörigkeit

）

の
み
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
の
第
一
次
法
で
は
、
Ｅ
Ｕ
構

成
国
の
国
籍
は
、
そ
れ
が
当
事
者
の
実
効
的
な
国
籍
で
な
く
て
も
考

慮
さ
れ
る（

（2
（

。

　

当
事
者
が
無
国
籍
の
場
合
、
本
国
法
を
基
準
と
す
る
基
本
的 

な
規
範
（
上
記
Ⅲ
2
（
ａ
））
は
、
一
般
的
な
抵
触
法
上
の
ル
ー
ル

（
民
法
施
行
法
第
五
条
第
二
項
）
に
従
う
こ
と
か
ら
、
訴
訟
能
力 

の
連
結
点
（A

nknüpfungspunkt

）
は
当
事
者
の
常
居
所

（gew
öhnlicher A

ufenthalt

）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
常
居
所 

が
な
い
場
合
に
は
、
当
事
者
の
た
ん
な
る
居
所
（schlichter 

A
ufenthalt

）
で
あ
る
と
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
の
法
廷
地
法
が
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
を
類
推
し
て
補
充

的
に
適
用
さ
れ
る
。

Ⅳ　

改
革
の
必
要
性
：
国
籍
原
則
と
の
決
別

　

近
年
、
国
籍
（Staatsangehörigkeit

）
は
、
国
際
私
法
お
よ
び

国
際
手
続
法
に
お
け
る
連
結
素
（A

nknüpfungsm
om

ent

）
と
し

て
の
重
要
性
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る（

（3
（

。
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二

項
新
規
定
が
、
現
在
で
は
行
為
能
力
［
の
準
拠
法
］
を
も
国
籍
で
は

な
く
常
居
所
に
連
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
流
れ
に
沿
う

も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
が
考
え
て
い
た
規
律
目
的
は
、
取

引
の
保
護
と
法
的
交
流
の
円
滑
化
で
あ
っ
た（

（3
（

。
ま
た
、
訴
訟
能
力
を

め
ぐ
る
適
切
な
改
革
に
つ
い
て
も
、
立
法
論
と
し
て
、
同
じ
こ
と
を

考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
権
利
能
力
は
依
然
と
し
て
本
国
法
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
（
参
照
、
民
法
施
行
法
第
七
条
第
一
項
第
一
文
・
旧
規
定
・

新
規
定
）、
ま
た
、
当
事
者
能
力
に
つ
い
て
も
民
事
訴
訟
法
第
五
〇

条
に
基
づ
き
同
じ
こ
と
が
妥
当
し
て
い
る
と
の
反
論
が
一
応
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
考
察
に
と
く
に
重
要
性
は
な
い
。
と

い
う
の
も
、
と
り
わ
け
、
実
体
的
性
質
と
手
続
的
性
質
の
二
重
の
性

質
を
有
す
る
手
続
法
的
事
象
（
た
と
え
ば
、
訴
訟
上
の
相
殺
や
裁
判

上
の
和
解
の
締
結
な
ど（

（3
（

）
に
関
し
て
は
、
訴
訟
能
力
を
行
為
能
力
と

パ
ラ
レ
ル
に
と
ら
え
る
こ
と
の
方
が
、
訴
訟
能
力
を
当
事
者
能
力
と
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パ
ラ
レ
ル
に
と
ら
え
る
こ
と
よ
り
も
、
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
に
国
籍
原
則
を
堅
持
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
、
通
常
、
民
事
訴
訟
法
は
常
居
所
に
は
言

及
せ
ず
住
所
を
基
準
に
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
民
事

訴
訟
法
第
一
三
条
に
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
反
論
が
、
手
続
法
の
状

況
と
の
関
係
で
は
な
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
訴
訟
能
力
を
住
所
地
に

連
結
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
一
方
で
は
、
先
に
述
べ
た
こ
と
の

再
述
に
な
る
が
、
行
為
能
力
と
パ
ラ
レ
ル
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
の
方

が
好
ま
し
い
こ
と
や
（
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
・
新
規
定
）、

他
方
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
民
事
訴
訟
法
の
規
定
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
規
律
状
況
に
お
い
て
、
常
居
所
地
を
こ
れ
ま
で
指
定
し
て
き
た
こ

と
が
反
対
の
論
拠
と
な
る（

（（
（

。

　

例
え
ば
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
と
外
国
人

の
区
別
を
堅
持
し
た
ま
ま
、
今
後
は
外
国
人
に
つ
い
て
、〝
そ
の
常

居
所
地
法
に
基
づ
い
て
〟（
従
来
の
よ
う
な
、〝
そ
の
本
国
の
法
に
基

づ
い
て
〟
で
は
な
く
）
訴
訟
能
力
を
欠
く
か
ど
う
か
を
問
う
と
い
う

改
革
は
実
施
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
法
上
は
訴
訟
無
能
力
者

と
な
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
そ
の
外
国
人
の
外
国
の
常
居
所
地
法
で

訴
訟
能
力
を
有
し
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
す
る
と
、
ド
イ
ツ
法
で

は
訴
訟
無
能
力
者
と
な
る
ド
イ
ツ
人
の
場
合
に
、
そ
の
者
の
外
国
の

常
居
所
地
法
に
基
づ
く
訴
訟
能
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

改
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
す
な
わ
ち
、〝
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
ば
訴

訟
能
力
を
欠
く
者
は
、
そ
の
者
の
常
居
所
地
の
実
質
規
定

（Sachvorschriften

訳
者
注
：
国
際
私
法
学
に
お
い
て
は
、
実
質

法
と
は
、
抵
触
法
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
実
体
法

と
訴
訟
法
の
双
方
を
含
む
）
に
よ
れ
ば
訴
訟
能
力
者
で
あ
る
場
合
は
、

訴
訟
能
力
者
と
み
な
す
。〟、
と
。

　

こ
の
提
案
に
よ
れ
ば
、
将
来
的
に
は
、
ド
イ
ツ
人
も
外
国
人
も
、

常
居
所
を
有
す
る
場
所
［
の
国
の
法
］
に
等
し
く
従
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
常
居
所
を
有
す
る
当
事
者
の
訴
訟
能
力

は
、
た
と
え
そ
の
者
が
外
国
籍
を
有
し
て
い
て
も
、
ド
イ
ツ
法
の
み

に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
外
国
に
常
居
所
を

有
す
る
者
も
（
ド
イ
ツ
人
で
あ
れ
、
常
居
所
地
国
ま
た
は
第
三
国
の

国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
れ
）、
ド
イ
ツ
法
で
は
訴
訟
無
能
力
者
で
あ

っ
て
も
常
居
所
地
法
に
よ
れ
ば
訴
訟
能
力
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
で
も
訴
訟
能
力
者
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
の
際
に
、
常
居
所
地
の
〝
実
質
規
定
〟
に
言
及
す
る
こ
と
は
、

反
致
や
転
致
（Rück- und W

eiterverw
eisungen

）
が
考
慮
さ

れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
（
民
法
施
行
法
第
四
条
第
二
項
）。
逆

に
、
従
前
か
ら
の
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
の
法
概
念
に
従
う
な
ら
ば
、

外
国
（
以
前
は
本
国
、
将
来
は
常
居
所
地
）
の
法
は
、
ド
イ
ツ
の
訴



ドイツ国際民事訴訟における訴訟能力

（9

訟
手
続
の
た
め
に
ド
イ
ツ
法
上
肯
定
さ
れ
る
訴
訟
能
力
を
妨
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
居
所
地
主
義
へ
の
一
貫
し
た
変
更
と
、

ド
イ
ツ
人
と
外
国
人
と
を
平
等
に
扱
う
と
い
う
望
ま
し
い
扱
い
は
、

そ
の
限
り
で
従
来
の
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
か
ら
は
乖
離
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
常
居
所
地
法
に
よ
っ
て

も
訴
訟
能
力
を
有
し
な
い
当
事
者
を
、
そ
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
訴
訟

能
力
者
と
み
な
す
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、ELI/

U
N

ID
RO

IT

モ
デ
ル
欧
州
規
則
が
提
唱
す
る
、
法
廷
地
外
に
居
住

す
る
当
事
者
に
対
す
る
三
段
階
の
段
階
的
連
結
（
常
居
所
地
―
国
籍

―
法
廷
地
）
と
は
異
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
規
則
の
起

草
者
は
、
な
ぜ
自
分
た
ち
の
解
決
策
が
賢
明
で
あ
り
、
な
い
し
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
単
に

常
居
所
地
ま
た
は
国
籍
の
原
則
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
法
域
で
自
分
た
ち
の
規

則
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
確
定
す
る

こ
と
を
避
け
た
可
能
性
が
あ
る（

（3
（

。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
提
唱
し
て
い
る
民
事
訴
訟
法
第

五
五
条
の
新
規
定
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
の
訴
訟
能
力
は
、
改
正
後
の

民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
き
行
為
能
力
と
同
一
の

外
国
法
に
従
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
民
法
施
行
法
第
七
条
第

二
項
第
二
文
の
規
定
を
類
推
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
こ

と
と
同
様
に
、
外
国
法
が
当
事
者
の
婚
姻
に
基
づ
い
て
訴
訟
能
力
者

を
拡
大
す
る
場
合
に
も
、［
そ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
に
］
問
題
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
取
得
し
た
行
為
能
力
は
常
居

所
の
変
更
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
民
法
施
行
法
第
七
条

第
二
項
第
三
文
の
規
定
は
、
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
は
不
適
切
で
あ
ろ

う
。
と
く
に
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
手
続
が
開
始
さ
れ
る
前
に
、
外
国
法

に
よ
れ
ば
い
っ
た
ん
有
し
て
い
た
訴
訟
能
力
を
す
で
に
喪
失
し
て
い

た
場
合
に
、
か
つ
て
有
し
て
い
た
訴
訟
能
力
を
援
用
で
き
る
と
す
る

こ
と
は
、
利
益
衡
量
上
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、

訴
訟
能
力
の
喪
失
ま
た
は
取
得
が
進
行
中
の
訴
訟
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
発
展
し
た
一
般

的
な
手
続
法
上
の
諸
原
則
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る（

（3
（

。

Ⅴ　

内
外
裁
判
の
重
要
性

1　

内
国
裁
判

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
、
ド
イ
ツ

の
法
廷
地
法
ま
た
は
外
国
の
本
国
法
（
な
い
し
は
、
立
法
論
と
し
て

本
稿
で
提
案
し
た
、
外
国
常
居
所
地
法
）
の
い
ず
れ
か
に
よ
れ
ば
訴

訟
能
力
を
有
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
能
力
者
で
あ
る
。
一
般
的
な
見
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解
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
、
訴
訟
手
続
に
関
連
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
民
法
第
一
八
一
四
条
、
第
一
八
二
五
条（

（3
（

に
基
づ
く
同
意

権
留
保
付
世
話
―
―
ま
た
は
機
能
的
に
同
等
な
外
国
法
で
の
保
護
措

置
（
（3
（

―
―
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
ル
ー
ル
は
破
ら
れ
る（

（3
（

。
す
な
わ

ち
、
こ
の
場
合
、
ド
イ
ツ
の
世
話
命
令
が
外
国
（
す
な
わ
ち
、
本
国

ま
た
は
常
居
所
地
国
）
で
承
認
さ
れ
ず
―
―
そ
の
理
由
の
如
何
を
問

わ
ず
―
―
、
ま
た
、
そ
の
地
の
法
に
よ
れ
ば
、
な
お
訴
訟
能
力
者
と

み
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
世
話
制
度
下
に
置
か
れ
た
当
事
者
は
、
ド

イ
ツ
に
お
い
て
訴
訟
無
能
力
者
で
あ
る（

（4
（

。
逆
に
、
ド
イ
ツ
で
下
さ
れ

た
成
年
者
に
関
す
る
宣
言
は
、
ド
イ
ツ
で
の
訴
訟
に
つ
い
て
訴
訟
能

力
を
審
査
す
る
際
に
は
、
常
に
基
礎
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
外
国
で
承
認
さ
れ
る
可
能
性
は
考
慮
さ
れ
な
い（

（4
（

。

2　

外
国
裁
判

　

民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
つ
い
て
、
外
国
の
裁
判
所
が
、
そ
の
外

国
で
行
わ
れ
た
訴
訟
の
た
め
に
当
該
人
物
の
訴
訟
能
力
を
付
随
的
に

否
定
ま
た
は
肯
定
し
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
法
に
基
づ
く
訴
訟
能
力

の
有
無
の
確
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
上
ま
た
は

商
事
上
の
問
題
に
お
い
て
下
さ
れ
た
外
国
の
（
訴
訟
）
判
決
は
、
た

と
え
そ
れ
が
ド
イ
ツ
で
承
認
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
訴
訟
手
続
の
実
施
可
能
性
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
と

解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
国
の
裁
判
所
が
訴
訟
能
力
に
つ
い
て

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
と
は
異
な
る
判
断
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
外
国

の
本
案
判
決
が
ド
イ
ツ
で
た
だ
ち
に
承
認
を
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
自
明
の
事
実
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い（

（4
（

。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
問
題
は
、
現
在
ド
イ
ツ
で
訴
訟
を
提
起
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
提
起
さ
れ
て
い
る
当
事
者
に
対
し
て
、
一
般
的
に

―
―
地
位
を
定
め
る
判
決
と
い
う
意
味
で
―
―
行
為
能
力
お
よ
び
訴

訟
能
力
（
あ
る
い
は
後
者
の
み
）
を
否
定
し
た
外
国
判
決
が
、
ど
の

よ
う
な
要
件
の
下
で
［
ド
イ
ツ
に
お
い
て
］
顧
慮
さ
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
と
く
に
、
ド
イ
ツ
の
同
意
権
留
保

付
き
世
話
命
令
と
機
能
的
に
同
等
な
外
国
の
命
令
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
外
国
の
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
成
年
者
の
無
能
力
制
度
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
裁
判
を
承
認
す
る
法
的
根
拠
は
、
成
年
者
の
国
際

的
保
護
に
関
す
る
条
約
（H

Erw
SÜ

）
第
二
二
条
以
下
で
あ
り
、

ま
た
非
締
約
国
と
の
関
係
で
は
、
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法

（Fam
FG

）
第
一
〇
八
条
、
第
一
〇
九
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

と
く
に
、
当
該
関
係
者
が
帰
属
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
常
居
所
も
有
し

て
い
な
い
国
の
裁
判
所
が
判
決
を
下
し
た
場
合
（
成
年
者
の
国
際
的

保
護
に
関
す
る
条
約
第
二
二
条
第
二
項
ａ
、
同
条
約
第
五
条
か
ら
第

七
条
、
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
一
〇
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
一



ドイツ国際民事訴訟における訴訟能力

41

〇
四
条
第
一
項
）
や
、
ま
た
、
判
決
国
の
手
続
に
お
い
て
審
問
権
の

侵
害
（Gehörsverletzung

）
が
あ
っ
た
場
合
（
一
方
で
は
、
成

年
者
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
条
約
第
二
二
条
第
二
項
ｂ
、
他
方
で

は
、
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
一
〇
九
条
第
一
項
第
二
号
お
よ
び
第

四
号
参
照
）
に
は
、
判
決
の
承
認
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
実
体
的
公
序
ま
た
は
手
続
的
公
序
（
成

年
者
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
条
約
第
二
二
条
第
二
項
ｃ
、
家
庭
非

訟
事
件
手
続
法
第
一
〇
九
条
第
一
項
第
四
号
）
が
、
稀
に
で
は
あ
る

が
承
認
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
く
に
、
外
国
の
無
能
力
者
制

度
が
ド
イ
ツ
で
承
認
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い（

（4
（

。
訴
訟
能
力
に

関
す
る
抵
触
法
上
の
連
結
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
［
外
国
］
判
決

の
承
認
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
ド
イ
ツ
法
の
観

点
か
ら
訴
訟
能
力
が
判
断
さ
れ
る
法
の
所
属
国
（
す
な
わ
ち
、
解
釈

論
上
は
本
国
）
が
、
別
の
国
で
下
さ
れ
た
判
決
を
承
認
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い（

（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
能
力
の
有

無
を
確
定
す
る
際
に
、
外
国
で
出
さ
れ
た
成
年
者
宣
言
が
ド
イ
ツ
で

ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
も
ま
た
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
一
〇
八
条
お
よ
び
第
一
〇
九

条
に
の
み
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
、
国
際
訴
訟
法
上
の
承
認
の

問
題
で
あ
る（

（4
（

。

＊　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学
部
民
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
国
際
・
比
較
民

事
訴
訟
法
講
座
教
授
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
所
長
、

二
〇
二
三
年
か
ら
国
際
訴
訟
法
学
会
理
事
長
。
二
〇
一
六
年
か
ら
二

〇
二
三
年
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
高
等
裁
判
所
判
事
。

（
1
）　

多
く
の
文
献
の
代
わ
り
に
、
た
と
え
ば
、
以
下
を
注
目
の
こ
と
。

Stein, G
rundriß

 des Z
ivilprozeß

rechts und des 
K

onkursrechts, （. A
ufl. 1928, S. 116 f. 

（„G
eschäfts

fähigkeit des Prozeß
rechts“

）; Sauer, A
llgem

eine 
P

r
o

z
e

ß
r

e
c

h
ts

le
h

r
e

, 
1

9
51


, 

S
. 

1
2

0
 

f. 

（„Prozeßverkehrsfähigkeit“

）; Blom
eyer, Zivilprozeßrecht 

Erkenntnisverfahren, 2. A
ufl. 1985, S. 70‌ 

（„prozessuale 
H

andlungsfähigkeit“

）; R
osenberg/Schw

ab/G
ottw

ald, 
Zivilprozessrecht, 18. A

ufl. 2018, § 44‌ Rn. 1‌ 

（„prozessuale 
Geschäftsfähigkeit“

）.

（
2
）　

最
近
の
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
を
参
照
の
こ
と
。

BGH
, 2. Juni 2022 - I ZR 1（5/18, N

JW
 2022, （00（ Rn. 5; 

R
osenberg/Schw

ab/G
ottw

ald 

（o. Fn. 1‌

）, § 44‌ Rn. 21, 24; 
Lindacher/H

au, in: M
ünchener K

om
m

entar zur ZPO
, 6. 

A
ufl. 2020 

（7. A
ufl. 2024 im

 Erscheinen

）, §§ 51, 52‌ ZPO
 

Rn. 1‌ f. Sauer 

（o. Fn. 1‌

）, S. 121

は
、
訴
訟
能
力
と
弁
論
能
力

を
区
別
し
て
い
る
が
、
書
面
に
よ
る
当
事
者
の
訴
訟
行
為
に
触
れ
て

い
な
い
。

（
（
）　

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
、
二
〇
二
一
年
八
月
一
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〇
日
の
法
律
に
よ
る
人
的
組
合
法
の
現
代
化
（BGBl. 2021 I, 

（4（6

）
と
、
そ
れ
以
降
に
規
定
さ
れ
た
民
法
上
の
組
合
の
権
利
能
力

（
民
法
第
七
〇
五
条
第
二
項
）
が
、
と
く
に
言
及
に
値
す
る
。

（
4
）　

団
体
、
す
な
わ
ち
法
人
の
基
本
形
態
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
二

六
条
第
一
項
第
二
文
の
規
定
を
参
照
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、〝
理
事

会
は
、
裁
判
上
お
よ
び
裁
判
外
に
お
い
て
団
体
を
代
表
し
、
法
定
代

理
人
の
地
位
を
有
す
る
〟。

（
5
）　

こ
れ
は
、
民
法
第
二
条
（
一
八
歳
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

人
と
な
る
）、
あ
る
い
は
逆
に
、
民
法
第
一
〇
四
条
第
一
号
、
第
一

〇
六
条
（
七
歳
に
達
し
た
が
一
八
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
が
有
す
る

制
限
的
行
為
能
力
）
か
ら
生
じ
る
。

（
6
）　

よ
り
詳
細
は
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。Lipp, 

Prozessfähigkeit und M
enschenrechte - zur D

iskussion 
um

 § 5（‌ ZPO
, Festschrift für H

erbert Roth, 2021, S. 429, 
4（6 f.

は
、
人
権
法
上
の
観
点
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。

（
7
）　E

uropean L
aw

 Institute/U
N

ID
R

O
IT

, M
odel 

European Rules of Civil Procedure, 2021.

（
8
）　

二
〇
二
一
年
五
月
四
日
の
法
律
第
七
条
第
四
号
（BGBl. 2021 

I, 882

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
に
注
意
の
こ
と
。

Bundestags-D
rucksache 19/24445, 444 ff., 449 ff., 489 f.; 

G
ottw

ald, D
ie neue Prozessfähigkeit bei rechtlicher 

Betreuung, Fam
RZ 2022, （（ 1.

（
9
）　

こ
の
点
を
明
確
に
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
七

年
一
一
月
二
三
日
の
ハ
ー
グ
扶
養
議
定
書
（O

J EU
 2009 L 

（（1/19

）
の
第
一
一
条
ｄ
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
扶
養
の
準
拠

法
（U
nterhaltsstatut

）
は
、
誰
が
扶
養
手
続
を
開
始
す
る
資
格

を
有
す
る
か
を
決
定
す
る
が
、
訴
訟
能
力
お
よ
び
手
続
に
お
け
る
代

理
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
定
め
て
い
な
い
。

（
10
）　

こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照

の
こ
と
。H

ausm
ann, in: Staudinger, BGB, Bearb. 2019, 

A
rt. 7‌ EGBGB Rn. 128.

し
か
し
、
成
年
者
の
保
護
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
関
す
る
管
轄
、
準
拠
法
、
処
分
の
承
認
・
執
行
お
よ
び
協
力

に
つ
い
て
の
二
〇
二
三
年
五
月
三
一
日
の
委
員
会
提
案
（CO

M

［202（

］ 280

）
に
も
注
意
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
と
く
に
、

成
年
者
の
名
に
お
い
て
、
ま
た
は
成
年
者
の
利
益
の
た
め
に
裁
判
手

続
を
追
行
す
る
た
め
の
資
格
を
証
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
理
人
資
格

（V
ertretungszertifikat

）
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

（
第
三
五
条
第
二
項
ｆ
）。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
文
献
に
注
目
す
る
こ
と
。M

ansel/T
horn/W

agner, 
E

uropäisches K
ollisionsrecht 202（: Zeit der T

riloge, 
IPRax 2024, 7（, 82‌ f.

（
11
）　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
ａ
規
則
第
四
条
～
第
六
条
（
民
事
お
よ
び
商

事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
の
承
認
と
執
行
に
関
す
る
二
〇

一
二
年
一
二
月
一
二
日
の
規
則
［EU

］
第
一
二
一
五
／
二
〇
一
二

号
、A

Bl. EU
 2012 L （51/1

）
ま
た
は
ド
イ
ツ
の
固
有
法
で
あ
る

民
事
訴
訟
法
第
二
三
条
第
一
文
に
注
目
す
る
こ
と
。
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（
12
）　

民
事
訴
訟
法
第
二
七
四
条
第
三
項
第
二
文
お
よ
び
第
三
文
、
第

二
七
六
条
第
一
項
第
三
文
お
よ
び
第
四
文
、
第
三
三
九
条
第
二
項
に

注
目
す
る
こ
と
。

（
1（
）　

当
事
者
の
本
国
で
あ
る
場
合
は
事
情
が
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
Ⅲ
2
（
ａ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）　

こ
の
こ
と
が
Ｅ
Ｕ
一
次
法
（
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
機
能
条
約
第

一
八
条
）
に
照
ら
し
て
疑
念
が
生
じ
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
ま
だ
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
15
）　

た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。Brinkm

ann, 
D

as lex fori-Prinzip und A
lternativen, ZZP 129 

（2016

）, 
461, 488 ff.; G

eim
er , Internationales Zivilprozessrecht, 9. 

A
ufl. 2024, R

n. 22 17; L
inke/H

au, Internationales 
Zivilverfahrensrecht, 9. A

ufl. 2024, Rn. 8.4; H
ausm

ann 

（o. 
Fn. 10‌

）, A
rt. 7‌ EGBGB Rn. 120 ff.; Jacoby, in: Stein/Jonas, 

K
om

m
entar zur Zivilprozessordnung, 2（. A

ufl. 2014, § 55‌ 
ZPO

 R
n. 1; N

agel/G
ottw

ald, Internationales Zivil
prozessrecht, 8. A

ufl. 2020, R
n. 5.44 f.; Schack, 

Inter nationales Zivilverfahrensrecht, 8. A
ufl. 2021, Rn. 

65（.

た
と
え
ば
、
最
近
の
判
例
か
ら
は
、
つ
ぎ
の
判
決
に
注
目
す
る

こ
と
。O

LG Braunschw
eig, 10. Juni 2020 - （‌ W

 6/18, 
BeckRS 2020, 1217（ Rn. 81.

（
16
）　P

agenstecher, W
erden die Partei- und Prozess

fähigkei t eines A
usländers nach seinem

 Personalstatut 

oder nach den Sachnorm
en der lex fori beurteilt? - Ein 

B
eitrag zur L

ehre von den zivilprozessualen 
K

ollisionsnorm
en, ZZP 64‌ （1950/51

）, 248, 276 ff.

（
17
）　BGH

, 7. D
ezem

ber 1955 - IV
 ZR 177/55, JZ 1956, 5（5 

（R
iezler, Internationales Z

ivilprozessrecht und 
prozessuales Frem

denrecht, 1949, S. 420

を
、
詳
細
な
理
由

付
け
を
す
る
こ
と
な
く
引
用
し
て
い
る
） m

. krit. A
nm

erk. 
N

euhaus.

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
も
注
目
す
る
こ
と
。

O
da, Ü

berlegungen zur Prozessfähigkeit von A
usländern, 

Festschrift für H
orst K

onzen, 2006, S. 60（, 607 ff.; Schütze, 
D

eutsches Internationales Zivilprozessrecht, 1985, S. 7（‌ f.

（
18
）　

従
前
の
理
論
的
論
争
が
い
か
に
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
、

当
事
者
能
力
に
つ
い
て
の
同
様
の
問
題
に
関
す
る
最
近
の
判
決
が
示

し
て
い
る
。BGH

, 27. Juli 202（ - I ZB 114/17, GRU
R 202（, 

1561

は
、
当
事
者
能
力
に
つ
い
て
、
ま
ず
ス
イ
ス
法
に
よ
る
権
利

能
力
（R

echtsfähigkeit

）
を
参
照
し
た
が
（
欄
外
番
号
一
二
）、

そ
の
後
に
、
当
事
者
が
ス
イ
ス
法
上
当
事
者
能
力

（Parteifähigkeit

）
を
喪
失
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
欄
外
番

号
一
三
）。

（
19
）　

一
九
八
六
年
七
月
二
五
日
の
国
際
私
法
改
正
法
（IPR-

Reform
gesetz; BGBl. 1986 I, 1142

）
の
第
一
条
第
七
号
の
規
定

に
お
け
る
民
法
施
行
法
第
七
条
第
一
項
第
一
文
は
、
二
〇
二
二
年
一

二
月
三
一
日
ま
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、〝
人
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の
権
利
能
力
お
よ
び
行
為
能
力
は
、
そ
の
人
が
属
す
る
国
の
法
に
よ

る
。〟

（
20
）　

二
〇
二
一
年
五
月
四
日
の
世
話
法
改
正
法

（Betreuungsrechts-Reform
gesetz; BGBl. 2021 I, 882

）
第

二
条
第
一
号
の
規
定
に
お
け
る
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
は
、
二

〇
二
三
年
一
月
一
日
以
降
、
以
下
の
内
容
で
効
力
を
有
す
る
。
す
な

わ
ち
、〝
人
の
行
為
能
力
は
、
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
国
の
法
に
し

た
が
う
。
こ
の
こ
と
は
、
行
為
能
力
が
婚
姻
締
結
を
通
じ
て
拡
張
さ

れ
る
場
合
に
も
、
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。
行
為
能
力
を
有
し
た
場
合
、

常
居
所
を
変
更
し
た
と
し
て
も
影
響
を
受
け
な
い
。〟
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。W

agner, N
eufassung 

der A
rt. 7, 15, 17b A

bs. 2‌ und 24‌ EGBGB durch das 
G

ese tz zu
r R

eform
 d

es B
etreu

u
n

g
s- u

n
d 

V
orm

undschaftsrechts, Fam
RZ 2022, 405 f.

（
21
）　

民
法
施
行
法
第
七
条
の
改
正
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
世
話
法
改

正
に
関
す
る
政
府
草
案
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
一
切
な
い
。

BT
-D

rs. 19/24445

、
五
八
頁
お
よ
び
三
一
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）　M

. Stürner, in: Erm
an, BGB, 17. A

ufl. 202（, A
rt. 7‌ 

EGBGB Rn. （（‌

も
ま
た
、
結
論
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。

（
2（
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
異
な
る
の
は
、Schack 

（o. Fn. 15‌

）, § 12‌ 
Rn. 65（ Fn. 17.　

つ
ぎ
の
文
献
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。M

. 
Stürner （o. Fn. 22‌

）, A
rt. 7‌ EGBGB Rn. （（, （2, 6.

（
24
）　

つ
ぎ
の
文
献
は
、
訴
訟
能
力
で
は
な
く
行
為
能
力
に
つ
い
て 

で
は
あ
る
が
、
世
界
各
国
の
法
に
関
す
る
有
用
な
概
観
を
提
供
す 

る
も
の
で
あ
る
。H

ausm
ann 

（o. Fn. 10‌

）, A
nhang zu A

rt. 7‌ 
EGBGB.

（
25
）　

つ
ぎ
の
文
献
は
明
確
に
述
べ
る
。H

ausm
ann 

（o. Fn. 10‌

）, 
A

rt. 7‌ EGBGB Rn. 12（.

（
26
）　

つ
ぎ
の
文
献
は
、
こ
れ
と
異
な
る
。M

äsch, in: 
Bam

berger/Roth/H
au/Poseck, BGB, 5. A

ufl. 202（, A
rt. 7‌ 

EGBGB Rn. （4.　

す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
に
よ
り
外

国
当
事
者
の
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
法
が
問
題
と
な
る
場
合
、

改
正
後
の
民
法
施
行
法
第
七
条
第
二
項
と
民
事
訴
訟
法
第
五
二
条
に

よ
り
、
外
国
当
事
者
の
行
為
能
力
は
そ
の
常
居
所
地
国
法
に
従
っ
て

判
断
さ
れ
る
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
は
、
ド
イ
ツ
法
の
適

用
に
よ
っ
て
民
事
訴
訟
法
第
五
五
条
が
期
待
す
る
手
続
の
簡
素
化
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
が
通
常
本
国
に
居
住
し
、
そ
の
国
の

法
律
に
よ
る
と
訴
訟
能
力
お
よ
び
行
為
能
力
を
欠
く
場
合
の
代
替
的

連
結
の
目
的
を
も
損
な
う
も
の
で
あ
る
。

（
27
）　

つ
ぎ
の
文
献
に
、
注
目
の
こ
と
。N

agel/G
ottw

ald 

（o. Fn. 
15‌

）, Rn. 5.5（.　

こ
の
観
点
の
重
要
性
を
過
小
評
価
し
て
い
る
の
は
、

O
da 

（o. Fn. 17‌

）, S. 60（, 608

で
あ
り
、
同
頁
で
は
、
民
事
訴
訟

法
第
五
五
条
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
外
国
法
の
適
用
か
ら
の

解
放
が
期
待
さ
れ
る
点
の
み
を
あ
げ
て
い
る
。

（
28
）　

つ
ぎ
の
文
献
は
、
こ
れ
に
明
ら
か
に
反
対
す
る
。G

eim
er 

（o. 
Fn. 15‌

）, Rn. 2217.
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（
29
）　

一
般
的
に
、
Ｅ
Ｕ
の
国
籍
に
つ
い
て
は
実
効
的
な
国
籍
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
な
い
と
す
る
文
献
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
も

の
が
あ
る
。Basedow

, D
as Staatsangehörigkeitsprinzip in 

der Europäischen U
nion, IPRax 2011, 109, 114; H

au, 
D

oppelte Staatsangehörigkeit im
 europäischen E

he
verfahrensrecht, IPRax 2010, 50, 52‌ f.

（
（0
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参

照
の
こ
と
。von H

ein, in: M
ünchener K

om
m

entar zum
 

BGB, 9. A
ufl. 2024, A

rt. 5‌ EGBGB Rn. （2‌ ff.; M
ankow

ski, 
D

as Staa tsangehörigkeitsprinzip - gestern und heute, 
IP

R
ax 2017, 1（0; M

ünster, P
ersonalstatut und 

gew
öhnlicher A

ufenthalt: E
ine U

ntersuchung zu 
Lebensm

ittelpunkt und A
nknüpfungsgerechtigkeit im

 
internationalen Privat- und V

erfahrensrecht, 202（, insbes. 
S. 61‌ ff.

（
（1
）　

つ
ぎ
を
参
照
の
こ
と
。BT

-D
rs. 19/24445, S. （18.

（
（2
）　

訴
訟
上
の
相
殺
（
実
体
法
上
の
法
律
行
為
と
訴
訟
行
為
を
同
時

に
有
す
る
）
と
訴
訟
上
の
和
解
（
実
体
法
上
の
契
約
と
訴
訟
契
約
が

同
時
に
成
り
立
つ
）
が
有
す
る
性
質
の
二
面
性
に
つ
い
て
は
、
た
と

え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
に
注
意
す
る
こ
と
。R

osenberg/Schw
ab/

G
ottw

ald （o. Fn. 1‌

）, § 104 Rn. 1（‌ und § 1（1 Rn. （（‌ ff.

（
（（
）　

民
事
訴
訟
法
が
、（
第
一
一
〇
条
第
一
項
の
よ
う
に
）
常
居
所

の
み
に
言
及
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、（
第
二
九
ｃ
条
第
一
項
、
第
八

〇
二
ｅ
条
第
一
項
、
第
八
八
九
条
第
一
項
の
よ
う
に
）
住
所
が
な
い

場
合
に
常
居
所
が
問
題
と
な
る
場
合
も
あ
り
、（
第
二
九
ｃ
条
第
三

項
、
第
三
八
条
第
三
項
第
二
号
、
第
一
八
三
条
第
六
項
、
第
一
〇
二

五
条
第
三
項
の
よ
う
に
）
両
者
が
同
等
の
立
場
に
あ
る
場
合
も
あ
る
。

家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
で
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
常
居
所
が
中
心
と

な
り
（
例
え
ば
、
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
九
八
条
～
第
一
〇
四
条
、

第
一
二
二
条
、
第
一
五
二
条
第
二
項
、
第
一
七
〇
条
を
参
照
）、
民

事
訴
訟
法
の
ル
ー
ル
が
準
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
所
に
優

先
す
る
（
家
庭
非
訟
事
件
手
続
法
第
二
三
二
条
第
三
項
第
一
文
、
第

二
六
二
条
第
二
項
、
第
二
六
七
条
第
二
項
参
照
）。

（
（4
）　

前
掲
注（
7
）を
参
照
の
こ
と
。
規
則
四
六
の
最
初
の
二
つ
の
項

は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。「（
一
）
非
居
住
者
の
訴
訟
能
力
は
、
常
居

所
地
法
ま
た
は
本
国
法
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
。（
二
）
常
居
所
地

法
ま
た
は
本
国
法
で
は
訴
訟
能
力
を
欠
く
が
、
法
廷
地
法
で
は
訴
訟

能
力
を
有
す
る
非
居
住
者
は
、
自
己
の
た
め
に
訴
訟
手
続
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。」。
こ
の
よ
う
な
解
決
に
よ
る
と
、
法
廷
地
国
に
住
所

を
有
す
る
外
国
人
は
、
本
国
で
有
し
て
い
る
訴
訟
能
力
に
依
拠
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
点
は
、
注
目
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
（5
）　

後
者
の
説
明
は
、
規
則
第
四
五
条
が
自
然
人
の
当
事
者
能
力
に

つ
い
て
も
選
択
的
連
結
を
認
め
て
い
る
こ
と
と
一
致
し
よ
う
。〝
外

国
人
ま
た
は
法
廷
地
国
以
外
の
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
の
能
力
は
、

外
国
人
に
つ
い
て
は
そ
の
常
居
所
地
法
ま
た
は
本
国
法
に
従
っ
て
判

断
さ
れ
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
設
立
準
拠
法
所
属
国
法
に
従
っ
て
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判
断
さ
れ
る
。〟

（
（6
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参

照
の
こ
と
。R

osenberg/Schw
ab/G

ottw
ald 

（o. Fn. 1‌

）, § 44‌ 
Rn. 22‌ f., 25‌ f.; Lindacher/H

au 

（o. Fn. 2‌

）, §§ 51, 52‌ ZPO
 

Rn. （9, 44.

（
（7
）　

成
年
者
の
無
能
力
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
も
は
や
外
国
法
に
従
っ

て
宣
告
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献

を
参
照
の
こ
と
。H

ausm
ann 

（o. Fn. 10‌

）, A
rt. 7‌ EGBGB Rn. 

151 ff.

（
（8
）　

つ
ぎ
の
判
例
に
注
目
す
る
こ
と
。BGH

, 18. A
ugust 2021 - 

X
II ZB 145/21, Fam

RZ 2021, 1918 m
. A

nm
erk. von H

ein/
G

ialeli.　

こ
の
事
件
で
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
在
住

の
ギ
リ
シ
ャ
人
女
性
の
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ャ
法
（
ギ
リ
シ
ャ
民
法
第

一
六
三
四
条
、
第
一
六
六
六
条
以
下
）
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委

員
会
（Ü

berw
achungsausschusses

）
の
選
任
を
伴
う
世
話
を

命
じ
た
。

（
（9
）　

ド
イ
ツ
固
有
法
上
の
国
際
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
家
庭
非

訟
事
件
手
続
法
第
一
〇
四
条
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定

は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
三
日
の
成
年
者
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る

ハ
ー
グ
条
約
（H

Erw
SÜ

）
の
第
五
条
以
下
（BGBl. 2007 II, 

（2（

）
に
よ
っ
て
、
広
範
囲
に
わ
た
り
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
成
年
者
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
は
、
や
が
て
、
複

数
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
キ
プ
ロ
ス
、
チ

ェ
コ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ

リ
シ
ャ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
マ
ル
タ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）、
そ
し
て
、
モ
ナ

コ
、
ス
イ
ス
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
が
採
択
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
二
〇

二
三
年
五
月
三
一
日
の
二
つ
の
委
員
会
提
案
に
も
注
目
の
こ
と
。
す

な
わ
ち
、
一
方
は
、
構
成
国
が
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
り
、
あ
る

い
は
、
締
約
国
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
認
可
す
る
理
事
会
決
定

（CO
M

［202（

］ 281

）
に
つ
い
て
、
も
う
一
方
は
、
成
年
者
の
保

護
に
関
す
る
管
轄
権
、
準
拠
法
、
処
分
の
承
認
と
執
行
、
お
よ
び
協

力
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
規
則
（CO

M

［202（

］ 280

）
に
つ
い
て
の
提
案

で
あ
る
。

（
40
）　

た
と
え
ば
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。N

agel/
G

ottw
ald 

（o. Fn. 15‌

）, Rn. 5.46; Lindacher/H
au 

（o. Fn. 2‌

）, 
§ 55‌ ZPO

 Rn. （ ; Jacoby 

（o. Fn. 15‌

）, § 55‌ ZPO
 Rn. （; 

L
oyal, in: W

ieczorek/Schütze, Zivilprozessordnung, 5. 
A

ufl. 2022, § 55‌ ZPO
 Rn. 6.

も
っ
と
も
、
成
年
者
の
国
際
的
保

護
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
第
一
三
条
第
二
項
に
よ
っ
て
例
外
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
、
外
国
法
に
よ
り
世
話
を
命
ず
る
可
能
性
は
、
当
該

関
係
人
の
本
国
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
裁
判
が
承
認
さ
れ
る
か
否
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
。BGH

, 18. A
ugust 2021 

- X
II ZB 145/21, Fam

RZ 2021, 1918 Rn. 15.　

ま
た
、
詳
細

は
、von H

ein/G
ialeli, Fam

RZ 2021, 1919, 1920 f.
（
41
）　

外
国
法
に
よ
る
成
年
者
の
宣
言
と
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
内
国

で
行
う
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
に
注
目
す
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る
こ
と
。H

ausm
ann 

（o. Fn. 10‌

）, A
rt. 7‌ EGBGB Rn. 1（6 f., 

140 ff.; L
ipp, in: M

ünchener K
om

m
entar zum

 BGB, 9. 
A

ufl. 2024, A
rt. 7 ‌ EGBGB Rn. 8（‌ ff.; M

äsch 

（o. Fn. 26‌

）, 
A

rt. 7‌ EGBGB Rn. 48.

（
42
）　

こ
の
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
文
献
で
あ
る
。

G
eim

er （o. Fn. 15‌

）, Rn. 2224.

（
4（
）　

議
論
状
況
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を

参
照
の
こ
と
。Lipp （o. Fn. 41‌

）, A
rt. 22‌ Erw

SÜ
 Rn. 28‌ ff.

（
44
）　

こ
こ
で
述
べ
た
の
と
同
様
の
立
場
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ

の
文
献
が
あ
る
。Lipp 

（o. Fn. 41‌
）, A

rt. 7‌ EGBGB Rn. 98‌ m
. 

w
. N

achw
.

こ
れ
と
異
な
る
の
は
、
つ
ぎ
の
文
献
で
あ
る
。Schack 

（o. Fn. 15‌

）, Rn. 655

は
、
承
認
要
件
の
決
定
に
つ
い
て
本
国
法

„lege patriae“

を
支
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
が
そ
の

本
国
以
外
の
国
で
無
能
力
者
の
宣
告
を
受
け
た
と
き
は
、
本
国
が
そ

の
裁
判
を
承
認
し
た
場
合
に
の
み
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
こ
と
を
顧
慮

す
る
も
の
と
説
き
、
ま
た
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
は
、
そ
の
裁
判
の
承
認
は
ド
イ
ツ
の
公
序
に
よ
る
判
断
に
服

す
る
こ
と
で
足
り
る
と
述
べ
る
。H

ausm
ann 

（o. Fn. 10‌

）, A
rt. 

7‌ EGBGB Rn. 159 ff., 16（ ff.

は
、
ド
イ
ツ
人
が
外
国
に
お
い
て

無
能
力
者
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
さ
れ
た
場
合
の
顧
慮
は
、
手
続
法
上

の
承
認
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
外
国
人
が
無
能
力
者
で
あ
る

こ
と
の
宣
言
は
、
抵
触
法
上
の
承
認
ま
た
は
手
続
法
上
の
承
認
が
考

慮
さ
れ
る
と
説
く
。

（
45
）　

行
為
能
力
を
援
用
す
る
こ
と
と
同
じ
問
題
が
あ
る
こ
と
を
正
当

に
も
指
摘
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
で
あ
る
。Lipp 

（o. Fn. 41‌

）, A
rt. 7‌ EGBGB Rn. 87‌ ff.; M

äsch 

（o. Fn. 26‌

）, 
A

rt. 7‌ EGBGB Rn. 49. H
ausm

ann 

（o. Fn. 10‌

）, A
rt. 7‌ 

EGBGB Rn. 145

は
、
外
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
の
成
年
者
宣
告

（V
olljährigerklärung

）
に
つ
い
て
は
同
旨
を
述
べ
る
が
、
外
国

人
の
成
年
者
宣
告
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
た
び
こ
れ
と
異
な
る
こ
と
を

説
く
（
手
続
法
上
ま
た
は
抵
触
法
上
の
承
認
で
あ
る
と
す
る
。Rn. 

144

）。

【
訳
者
付
記
】

　

本
翻
訳
は
、
二
〇
二
四
年
五
月
二
日
（
木
）
に
慶
應
義
塾
大
学
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
（
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
：
Ｌ
Ｍ
Ｕ
）
法
学

部
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ
教
授
に
よ
る
第
二
講
演
の
原
稿
で
あ
る
。

講
演
テ
ー
マ
の
原
題
は
、D

ie Prozessfähigkeit im
 deutschen 

Internationalen Zivilprozess

で
あ
る
。
講
演
に
お
け
る
通
訳
は
、

三
上
威
彦
・
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
に
ご
担
当
い
た
だ
い
た
。
講

演
者
の
ハ
ウ
教
授
は
、
一
九
六
八
年
に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
、
ザ
ー
ル

ラ
ン
ト
大
学
、
ト
リ
ア
ー
大
学
な
ど
で
法
律
学
を
学
び
、
ト
リ
ア
ー

大
学
リ
ン
ダ
ッ
ハ
ー
教
授
の
も
と
で
、
博
士
論
文
お
よ
び
教
授
資
格
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論
文
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
わ
が
国
で
も
証
明
責
任
論
に
関

す
る
研
究
で
著
名
な
ム
ジ
ー
ラ
ー
ク
教
授
の
後
任
と
し
て
、
二
〇
〇

三
年
に
パ
ッ
サ
ウ
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
た
（
民
法
、
民
事

訴
訟
法
お
よ
び
国
際
私
法
講
座
）。
二
〇
一
七
年
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
法
学
部
教
授
に
転
ぜ
ら
れ
た
（
民
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
国
際
・

比
較
民
事
訴
訟
法
講
座
）。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
三
年

ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
高
等
裁
判
所
判
事
、
そ
し
て
、
二
〇
二
三
年
か
ら

ド
イ
ツ
法
系
国
際
訴
訟
法
学
会
理
事
長
な
ど
も
歴
任
し
て
お
ら
れ
る
。

翻
訳
に
際
し
て
は
、
ハ
ウ
教
授
の
了
解
の
も
と
日
本
語
で
の
理
解
を

優
先
さ
せ
た
た
め
、
原
文
に
必
ず
し
も
忠
実
な
訳
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
本
講
演
会
の
実
施
に
は
、
石
川
明
教
授
記
念
手
続
法
研
究
所
に

よ
る
援
助
を
受
け
た
。


